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「……………………おせわに、なりました……」






　あの人の背中に向かってそう言った瞬間、わたしの内弟子生活は終わりを告げました。

　つらかった。

『後ろ髪を引かれる』なんて表現があるけど、本当にそんな気持ちでした。

　きっとあの時、あの人が引き止めるような言葉を一度でも口にしてくれたら、そのままあの部屋に残っていたと思います。

　けれどわたしはあの部屋を出ました。一度も後ろを振り返らずに。

　そもそも退路は既に断っていたんです。


　関西から関東へ所属を変えたことで、対局は東京とうきょうの千駄ヶ谷せんだがやにある将棋しょうぎ会館で行われることになっていたから────



『ボクの研究部屋に来ればいいさ。少し厄介やっかいな先客がいるけど……ね？』

　そう誘ってくれたＡ級棋士の先生がいたから、わたしはこの選択をしました。

　幸せな内弟子生活現状維持を捨てました。

　一番大切なものを捨ててでも前に進む道を選んだんです。


『八一やいちくんは落ち込むと思う。銀子ぎんこちゃんのこともあって、ただでさえつらいのに……そのうえ、あいちゃんまで…………やっぱり考え直さない？　私だって寂さびしいもの……』



　相談したとき、桂香けいかさんは何度もそう言ってくれました。

　おじいちゃん先生も泣いてました。

『……あいちゃんがそう決めたなら、巣立ちの時が来たいうことなのかもしれん。しかし、このタイミングいうのは……つらいなぁ！』

　天ちゃんにも連絡したけど返事はありませんでした。きっとそれが、あの子なりのエールなんだって思います。

　お世話になった関西将棋会館の職員さんや、研修会幹事の久留野くるの先生は、関東にいるお知り合いの職員さんや棋士の先生にわたしのことを紹介するって言ってくださいました。

　けどわたしは、それを丁寧にお断りしました。

　自分の力だけで強くなりたかったから。

　こうしてわたしは一年半過ごした大阪おおさかを離れて東京に来ました。

　でも、すぐに山刀伐なたぎり先生の研究部屋にご厄介になったわけじゃなかったんです。

　あの時、後ろは振り返らなかったけど……。

　それからもわたしはずっと、あの人に声を掛けてもらうのを待っていたんです。


　だからわたしは──────髪を切りました。



　これはそういうお話です。
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「こんな時間に一人で何をしているのかな？」

　背後から不意に声を掛けられて、わたしは弾はじかれたように後ろを振り返る。

　それは若い男の人の声だった。

「っ!!」

　将棋の街、千駄ヶ谷。

　ＪＲの千駄ヶ谷駅から将棋会館に行くまでの細い道。薄暗い鳩森八幡はとのもりはちまん神社を出て少し歩いたところで、わたしはその人に声を掛けられた。

「………」

　ドキドキと胸を高鳴らせて後ろを振り返る。

　そこには……見慣れた姿の、男の人がいた。


　よく見慣れた、制服姿の………………お巡りさんが…………。



「小学生かな？　学校は？　それとも近くに親御さんがいる？」


「あ…………」



　人生で初めて道ばたでお巡りさんに声を掛けられるというシチュエーションに、わたし──雛鶴ひなつるあいは、固まってしまう。

　──こ、これって……しょくむしつもん!?

　まさか！　と思った。

　自分以外の人がされる心配は何百回もしてきたけど自分がされることなんて一度も考えていなかっただけに、最初は何が何だかわかんなくなっちゃった！

　将棋用語で予想外の手を指されて動揺するのを『痺しびれる』っていうけど、まさにそんな感じだった……。

「こんな時間に一人でどうしたの？　もう小学校は始まってるよね？　お父さんかお母さんは、この近くにいないのかい？」

　体格のいいお巡りさんは、腰を屈めて爽さわやかな笑顔を浮かべつつも、わたしが走って逃げないように退路を遮断しつつ質問を重ねてくる。

　将棋用語で『玉ぎょくは包むように寄せよ』っていうけど、まさにそんな感じの動きだった。将棋の格言は実生活でも役に立つって実感できた。よかった！

　……じゃなーい!!

　ど、どうしよう!?　こういう場合どうしたらいいの!?

　──あの人だったら……どうするだろう？

　ピンチになった時、わたしはそう考えることで何度もそれを切り抜けてきた。

　将棋と、そして小学生の女の子のことが大好きなあの人だったらきっと、こういう時にも冷静に自分がいかに小学生に愛されているかを説いてピンチを切り抜けようとするはずで──

　……だ、ダメー！　悪化しかしないよーっ!!

「お名前は？　何か身分がわかるものはある？　通ってる小学校はどこかな？」

　身分？

　身分のわかるもの……あっ！　そうだ!!


「あの………………こ、これ……！」



「ん？　これは？」

「め、名刺です……」

　お財布の中から取り出して、震える手で差し出した、一枚の紙。

　そこにはこう書いてある。




『公益社団法人日本将棋連盟所属　女流棋士　　雛鶴あい』




「こ、これは……!!」

　お巡りさんは驚いたように目を見開いて、わたしの差し出した名刺をまじまじと観察していた。

　よかった！　これできっと理解してもらえる！

　ホッとしながらわたしはようやく大きな声で説明した。

「そうなんです！　これからこの近くにある将棋会館で──」

　大事な大事な対局があるんです！　はじめてリーグ戦まで行けた女流名跡じょりゅうみょうせき戦の第三局があって、しかも連敗しちゃってるからもう後が無い状況で、対局に遅刻したら持ち時間を減らされちゃうから絶対に遅れるわけにはいかないんですっ!!

　そんな説明を重ねようとしたわたしに、お巡りさんは名刺をこっちに返しながら言った。


「…………こういうのを作るのが、小学校で流行はやってるのかい？」



「へ!?」

「女流棋士って、最近よく耳にするようになったもんね！　ほら、何だっけ？　浪速なにわのシンデレラだったっけ？」

「《浪速の白雪姫》と《神戸こうべのシンデレラ》だと思うんですけど……」

「そうそう！　詳しいね？」

「ええと……《浪速の白雪姫》の空銀子そらぎんこ先生はわたしの伯母おばで、天ちゃん……《神戸のシンデレラ》の夜叉神やしゃじん天衣あい女流二段は、私の妹に当たるので」

「伯母？　妹？」

「はい！」

　わたしは胸を張って頷うなずいた。

　空先生と天ちゃんは、同じ清滝きよたき一門。

　しかも天ちゃんはたった二人の同門で、妹弟子いもうとでし。

　自分の名前で気付いてもらえないのはちょっと悲しいけど……それでもわたしにとって近しい存在がこの広い東京でも有名だというのは誇らしかった。

　……と、同時に。

　そんな二人との関係が変わってしまった現在いまを思うと、胸がチクって痛くて……。

　けど、わたしのそんな感傷なんて吹き飛ばしちゃうくらい爽やかな笑顔で、お巡りさんはこう言い切ったの。

「なるほど！　やっぱりキミ、噓うそついてるね？」

「はぇ!?　ど、どうして信じてくれないんですかー!?」

「いやいや。だって《浪速の白雪姫》と《神戸のシンデレラ》は親戚でも何でもないだろ？　それなのに伯母さんとか妹とか……おかしなことを言う子だなぁ！」

「だからそれは将棋界の伝統で──」

「はいはい。あいちゃんが将棋に詳しいのはもうわかったから」

　完全に厄介な子供を黙らせる口調でこっちをあしらうお巡りさん。

　しかもボソッと無線機に『千駄ヶ谷の路上で小学生の女の子を保護。婦警の応援を──』とか言ってるし！

　そして応援が来るまでの時間稼ぎなのか、お巡りさんは再び名刺を眺めながら呑気のんきに質問をしてくる。

　は、早く誤解を解かないと……遅刻しちゃうよぉ!!

「お巡りさんが若い頃はプリクラとか流行ったけど、今は名刺なんだねぇ。こういうのってゲームセンターで作るのかい？」

「プリクラは今でもありますけど……あ、あの！　わたしは本当に女流棋士なんです！　今日は将棋会館で対局が……ええと、試合があって──」

「ははぁん。なるほど！」

　お巡りさんは納得した表情で何度も頷いた。

　わたしは嫌な予感がした。既視感……。

「つまり、あいちゃんの憧あこがれてる棋士が試合をするから、それを見たくて学校を休んで来ちゃったわけだね？　気持ちはわかるけど……きっとあいちゃんが憧れてるその女流棋士の人も、学校を休んでまで応援に来てもらいたくはないと思うよ？」


「学校を休んででも将棋を指しに来いって言われてるんですぅぅぅぅーっ!!」



　千駄ヶ谷の街に、わたしの叫び声が響き渡った。


　対局開始まで────あと三十分。
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「着いたよ！　さあ早く降りた降りた！　忘れ物はないね!?」

　渋谷しぶや駅東口の前にある渋谷警察署からサイレンを鳴らして将棋会館まで直行してくれたパトカーは、タイヤを軋きしませながら急ブレーキをかけた。

　わたしを補導したお巡りさんは運転席の窓を開けると、爽やかな笑顔と敬礼で送り出してくれる。

「頑張ってあいちゃん！　署のみんなで応援してるからね！」

「ありがとうございますっ!!」

　ぺこりと頭を下げてから、わたしは建物の中に飛び込んだ。

　警察署から連盟の職員さんに電話をして、お巡りさんを説得してもらって、ようやく状況を理解してもらって、それで安心したのも束つかの間ま。

「誤解が解けてよかった……けど！　写真撮らせてとかサインしてとか、もうちょっと時間があるときに言ってほしいよー！」

　署長さんが将棋ファンだったみたいで、むしろ大変なのはわたしが女流棋士だと判明してからだった。

『雛鶴あい女流初段!?　あの関西の有名な天才女子小学生棋士が来てる!?　すぐ署長室にお通ししなさい！』『誰だれか！　お茶菓子とジュースをご用意して！』『あいちゃん本当に女流棋士だったの!?　せっかくだから記念写真と、あと警察手帳にサインしてもらってもいいかな!?』『ええ!?　こんな小さくてかわいい子が将棋のプロなのか!?』『そうだ来年の振り込め詐欺防止のポスターってまだモデル決まってなかったよな？　だったらこの子にお願いしたらいいんじゃない？』『それいい！　将棋ってお年寄りしかしないから、孫に説得されてるみたいな感じが出ますよ!!』『キャッチコピーは「その振り込み、待ったなし！」だな!!』『それじゃあ振り込んじゃうじゃないですか（笑）』

　異様に盛り上がる署員の皆さん。

　そして生活安全課から署長室へ通されたわたしは、ニコニコ笑う署長さんからこう尋ねられた。

『ところで雛鶴先生？　今日は署に何のご用で？』

　わたしはそこでようやく今日は対局で千駄ヶ谷に来たことと、その対局開始の時刻が既に過ぎてしまっていることを説明できたのだった……。

　現時点で十四分間の遅刻。

　これだけで持ち時間から三倍の四五分を引かれてしまう。

　時間切れで負ける最悪の事態は避けられたけど……これ以上のロスは、絶対に避けなきゃ！

「対局室は……ええ!?　ご、五階っ!?」

　四階の大広間ではプロ棋士の対局がたくさん行われてて、女流棋士の対局は五階にまとめられていた。

　しかもこんな時に限ってエレベーターの前には道場を利用するお客さんがたくさん並んでいて……一秒でも早く対局室へ行くために、わたしは躊躇ちゅうちょ無く階段を選ぶ！

「はあっ！　はあっ！　はあっ……!!」

　急な階段を一気に四階まで駆け上り。

　そこでロッカーにスマホを預けると、また階段へ。


　きちんと身支度できないまま対局室に飛び込むと…………ひんやりした空気が、わたしを出迎えた。



「たっ、たたた……たいへん失礼いたしましたッ!!」

　部屋に入った瞬間に頭を下げる。

　けれどもう他の将棋は始まっていて……わたしの謝罪の言葉は何の反応も引き起こさないどころか、対局の邪魔になってしまって……。


「っ…………」



　迷惑そうな視線を矢のように全身に浴び、血の気が一気に引いていく。

　──や、やっちゃった……!!

　悪手あくしゅに悪手を重ねて、焦あせりが焦りを呼ぶ。そもそも遅刻なんて初めての経験だから、どんな手続きをすればいいのかもわからない……。

　完全にパニック状態になってしまって、わたしはその場にただ立ち尽くす。

「んっ！」

　不機嫌そうな咳払せきばらいが聞こえた。

　上座かみざに座ってわたしを待っていた対局相手が、盤に視線を落としたまま促してくる。

「……早く座ったら？」

　完全に殺気立っていた。


「………………もうしわけ、ありません…………失礼します…………」



　畳の上を這はいずるように入室すると、わたしは下座しもざへ進む。

　座布団の上に座っていいものか迷ったけど……これ以上モタモタして相手を待たせるほうが失礼だと思い、深々と頭を下げてから盤の前に着座した。わたしの側も駒こまが並べ終えてある将棋盤を見て、気まずい思いが胸の中でどんどん膨らんでいく……。

　今日の相手は右左口うばぐち翠みどり女流三段。

　三十代のベテランで、この女流名跡リーグには通算十期も在籍してる。

　本来ならそんな上位者の先生に対して、女流棋士になりたてで初めてリーグ入りしたわたしみたいな新人は、先に入室して下座で待ってなきゃいけないのに……。

「雛鶴先生」

　別の年配の女性が盤側ばんそくから冷ややかに言った。記録係だ。

「十九分の遅刻です。規定により持ち時間から五七分を引かせていただきます」

「……はい」

　女流名跡リーグは持ち時間が二時間。

　これは女流棋戦では一般的な長さなんだけど……そこから五七分を引かれてしまうと、残りは一時間三分。ほぼ半分になっちゃった……。

「電車遅延など正当な理由がある場合は遅刻した時間分だけを引くことになりますが、遅延証明書などはお持ちですか？」


「い、いえ…………あの、本当に申し訳ありません……」



　女流棋戦は記録もなるべく女流棋士が取るようになってるから、記録係もわたしより遙はるかにベテランの先生だった。

　まるで、職員室で学校の先生に叱しかられてるみたいで……。

　わたしは頭を下げて口の中でモゴモゴと同じ言葉を繰り返すしかできない……申し訳ありません……申し訳ありません……。

「それでは雛鶴先生の先手で対局を開始してください」

「よ──」

　いつものように「よろしくお願いします！」と大きな声で言いそうになってから、直前でその挨拶あいさつを引っ込めた。

　遅刻しておいて『よろしく』なんて、虫が良すぎる。


「…………失礼します」



　頭を下げて小さくそう言うと、息を整える間も無く初手しょてを指した。とにかくこれ以上、相手を待たせちゃいけない。その一心だった。

　右左口先生もノータイムで指してくる。

　時間責めという感じじゃない。むしろイライラした感じだった。一人で待ちぼうけを食らわされてるあいだに手を決めていたんだろう。

　わたしはお待たせしたことが申し訳なくて早指しをし。

　けど相手はただでさえイライラしてるから、こっちの指し方を挑発と受け取って、意地になってもっと早く指す。

　こうなると互いに手が止まらない。

　指し手も感情も嚙かみ合あわないまま、駒がぶつかる寸前まで一気に局面が進んだ。

　戦型せんけいは角換わり。

　普段のわたしなら避けるけど、今日は申し訳なさからか相手の注文に乗ってしまっていた。

　──あれ？　ど、どうしてわたし……こんな将棋にしちゃったの？

　動揺は収まらず、焦りはどんどん酷ひどくなる。


　──あ……まずい。どこかでこの流れを止めなきゃ……！



　そう思って中途半端ちゅうとはんぱに時間を使い、捻ひねった手を出してみるけど、

「っ!?　し、しま──」

　逆にそれが悪手になってしまう。

　既に局面は劣勢。持ち時間も半分。

　そして開戦を前に相手が気持ちを整えるために離席しても、こっちにはそんな余裕も時間も無い。


「はぁ……はぁ……はぁ…………！」



　角換わりは一瞬でも隙すきを見せたらすぐに角を打ち込まれて将棋が終わってしまう。緊迫感のある局面が序盤から続いたことで、わたしの呼吸は乱れっぱなしだった。

　息だけじゃない。

　走ったから服も乱れてて。

　そして、髪はもっとボサボサだった。


「こ、こう……こう、こうこうこうこう…………！」



　そのボサボサの髪をさらに搔かきむしってボサボサにしながら、わたしは何とか手を捻り出そうと、もがき苦しむ。

　すると離席して戻って来た右左口先生が、迷惑そうな声で言った。

「踏みそうになるわね……悪いけど、あまり髪を畳の上に広げないでくださる？」

「あっ……す、すみませ──」

　考えるのを中断して、髪をまとめ直そうと慌てて髪飾りに触れる。

　けど、緊張と焦りから指が震えてしまって──

「ん！　あ、あれ……？　あれぇ……!?」

　髪はまとまるどころかどんどんボサボサになっていって……。

　別の盤からボソリとこんな声がした。

「モップかよ」

　失笑が対局室に、さざ波みたいに広がっていく。


「っ…………！」



　恥ずかしさで全身が熱くなった。

　申し訳なさと、あとは自分自身に対する怒りで窒息しそうになる。嫌な熱さが全身を蝕むしばみ、もう将棋どころじゃなかった。


「う…………っく！　はぁ、はぁ…………」



　呼吸がどんどん荒くなっていく。

　視界が暗くなっていく。

　この感覚は以前にもあった。

　研修会の入会試験で空先生と将棋を指した時。

　指し手で呼吸をコントロールされて過呼吸のようになってしまったわたしは、そこからミスにミスを重ねて優勢な将棋を落として負けた。


　──落ち着け！　まずは呼吸を整えなきゃ……！



「み、水……」

　飲み物を求めてリュックの中に手を突っ込む。

　けれどどれだけ手を動かしても、望むものは摑つかめない。

　──無い!?　……あっ！　そ、そっか……!!

　対局前にコンビニか自販機で飲み物を買おうと思っていたけど……その前にお巡りさんに声をかけられてしまったので、手元には水分が何も無い。

　絶望で目の前が真っ暗になる。


「はぁ……！　はぁ……！　はっ…………かはっ……!!」




　──………………倒れ……る……。



　意識が飛びかけた、その時。

「ん」

　誰かがわたしの横に、お茶の入った湯飲みを置いてくれていた。

　え？

　これ……飲んでいいの？


「あ…………ありが──」



「別に。ハアハアうるさいから息くらい整えて欲しかっただけだし」

　その人はぶっきらぼうにこっちの言葉を遮さえぎると、

「あと、東京こっちじゃあお茶は自分で汲くむことになってるから」

　それはわたしも知っていた。東京での対局はもう何度もしてるから。

「じゃ。あとは自分でやって」

　そしてお礼を言うよりも早くその人は対局室から出て行ってしまった。代わりのお茶を汲みに行ったんだろうか？

　わたしはずっと頭を下げっぱなしで、相手の顔を見られなかった。お礼を言いたかったけど……あの口調からすると、追いかけたらかえって迷惑だろう。

　──対局後に誰だったか調べて、お礼を言わなきゃ……。

　わたしは未熟だ。それを痛感してる。

　だからまず、言われた通りに自分のことを自分で何とかするところから始めよう。

　──今は……目の前の将棋に集中する！


「んっ……んっ……んっ………………ふぅぅー……」



　冷たいお茶を一気に流し込む。

　──生き返った……。

　比喩ひゆじゃなくて本当にそう思った。水分も嬉うれしかったけど……ぶっきらぼうなあの口調の中に優しさを感じて、それが心を潤してくれた。


「ふぅ────…………」



　狭かった視野が広がっていく。

　すると……不思議なことに、それまで絶望的に見えていた局面が、まだ戦えると思えるようになってきた。

　不利なのは変わらない。

　けど！


　──踏み込めば………………勝負になるかも!?



「ッ……!!」

　両手を握り締めて拳こぶしの形にすると、わたしはそれを畳に突き立てた。


　残り時間を全すべて注そそぎ込んで────勝負っ!!




「こう、こう、こうこうこうこうこうこうこう…………こうッ!!」



　ようやく自分の手を指せた！

　そんな手応えが相手にも伝わったんだろう。

「妹のほうも生意気だったけど──」

　右左口先生は開いていた扇子せんすをピシャリと閉じて、

「図々しさじゃ姉あなたも負けてないわね。相手してあげるわ！」

　お互いに肉を切らせて骨を断つ激戦。中盤をすっ飛ばしていきなり終盤に飛び込んでいく！

　わたしは既に一分将棋。

　対する右左口先生も意地になってノータイムで指してくる。持ち時間はまだ一時間以上あるのに。

『遅刻したせいで負けた、なんて言わせないわ！』

　プライドが指し手から迸ほとばしる。


「熱い…………熱いっ……!!」



　対局開始からずっと全力疾走し続けたかのように、わたしの肺は今にも破裂しそうになっていた。苦しい。けど、自分の将棋を指せている充実感があった。右左口先生と初めて気持ちが通じたと思えた。

　その右左口先生が、


「っ…………ちッ」



　意地になってノータイム指しを続ける中で、ミスをした。

　丁寧に受けるべきところで、それを手抜いて攻めてしまったのだ。角を打ち込む隙を見せてしまったのだ。

　指した瞬間にミスに気付いた右左口先生だったけど、それをこっちに悟らせないよう戦闘態勢を崩さない。

　でもわたしは、角打ちの隙ができたことに気付いていた。

　気付いて……しまった。

　──いける！　これで勝てるッ!!

　女流名跡リーグでの連敗が止まる。喉のどから手が出るほど欲しかった一勝目が手に入る！

　そう思った瞬間だった。




　──本当に勝っていいの？




「っ!?」

　一分将棋の中で信じられない思いが浮かび、わたしは激しく動揺した。

　今日、わたしは遅刻した。

　そんなわたしが……持ち時間が半分しか無い状況で、勝ってしまっていいんだろうか？

　公式戦でこんな気持ちになるのは初めてだった。

　──今までなら……勝利が見えたら、そこへ一直線に踏み込んで行けたのに……。

　身体からだから熱が引いていく。

　駒台こまだいに伸ばしかけていた手を、わたしは引っ込めた。


「五十秒。いち、に、さん、し────」



　秒読みが迫る中で。

　気がつくとわたしは、考えていたのと全く別の手を指していた。


「………………？」



　右左口先生にとっても意外だったんだろう。手を止めて考え続けている。

　そして──

「え!?」

　その手の意味に気付いた右左口先生は、何度も何度もまばたきしてから、わたしの顔を一度だけ見て舌打ちをした。

「……なるほどね。最後までムカつく子だわ！」

　そう吐き捨てると、先生は駒台の角に手を伸ばして、それを盤の中央に打ち込んだ。

　相手の角が、わたしの飛車と玉の両方に利きいている。

　王手飛車だ。


「…………失礼しました」



　わたしは頭を下げて投了を告げる。

　それは敗北の宣言であり、不出来な将棋を指したことへの謝罪でもあり、遅刻したことへの謝罪でもあったけど。

　何より……この対局室にわたしがいることに対する申し訳なさから出た言葉だった。

　相手が駒を片付けるあいだ、ずっとこう思っていた。


　──………………どうしてわたし、こんな場所で、こんな将棋を指してるんだろ……？



　感想戦は行われなかった。
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『なんじゃあの将棋は!?　いくら時間が無かったとはいえ、将棋で金を稼ぐ人間が王手飛車を喰くらって負けるなぞ言語ごんご道断どうだんなのじゃ！』

　神鍋かんなべ馬莉愛まりあちゃんのキンキンした声で怒鳴られても、心が波立つことはなかった。

　負け方には納得していたから。

『プロは王手飛車をかけたほうが負けるとすら言われておるのじゃぞ!?　つまりプロの世界で王手飛車などという見え見えの大技が出現するなぞあり得ぬからそれはつまり罠わなということなのじゃ！　それをこの雑種は……恥を知れ！　それでもあの《西の魔王》の眷属けんぞくかッ!!」


「…………わかってるよ。あれ、形作りだし……」



『にしたってもうちょっと何かあるじゃろぉ!?　今日の貴様は負けるために将棋を指していたとしか思えぬわっ!!』

「負けるため？　そんなわけ──」

『ある！』

「……」

『遅刻して持ち時間が半分くらい減ったくらいで、貴様が終盤で間違えるわけがないのじゃ！　そもそも序盤で角換わりに誘導されておる時点で勝つ気が無い！　リーグ二連敗しておる人間の指してよい将棋ではないッ!!　絶対に勝ちたいと思っておる人間があんな将棋指すかバーカバーカッ!!』

　その通りだから何も反論できなかった。

　スマホの画面越しにも、馬莉愛ちゃんが怒ってるのが伝わってくる。

　負けたからじゃない。

　わたしが将棋を冒瀆ぼうとくしたと感じてるから。

　自分が一番大切に思っているものを穢けがされたと感じたからこそ、馬莉愛ちゃんは怒ってるんだ。


「………………」



　馬莉愛ちゃんの胸に付いているオレンジ色の名札が眩まぶしくて、わたしは目を伏せる。

　小学校の名札じゃない。奨励会員だけが付けられる、名誉ある名札。将棋会館の外でも付けてる人は珍しいけど……。

『今どこにおるのじゃ!?』

「新宿しんじゅく駅」

『しんじゅくぅ？　なにゆえそのような場所におる？　貴様の親が経営する旅館は、新宿で乗り換える必要なぞあるまいに』

「まだ東京に慣れてないから間違えて山手線やまのてせんに乗っちゃったの。電車に乗るからもう切るね」

『あっ！　こら切るな寂しい……じゃなーい！　寂しくなんぞないわい！　ない……が、今日はたまたま時間があるから将棋を指してやってもよいのじゃぞ!?　何ならわらわの家にお泊まりして──』

「……ごめんね」

　通話終了ボタンを押す。

　対局を終えてロッカーからスマホを取り出すと、馬莉愛ちゃんから着信が何十件も入っていたから……誰とも話したくはなかったけど、電話してみた。

　でもやっぱり今は、真まっ直すぐなあの子の言葉を正面から受け止める余裕が無くて。せっかく誘ってくれたけど、将棋を指す気持ちにもなれなかった。

　けど、だからといってすぐ家に戻る気持ちにもなれない。


「………………」



　わたしはフラフラと新宿駅の構内を歩き回った。

　すごく大きな駅だ。

　大阪駅や天王寺てんのうじ駅より大きい。故郷の石川いしかわ県じゃあほとんど見られない自動改札機がいっぱいあって、見たこともないような人の波が早足に通り過ぎていく。

　ここでは毎日、三百万人以上の人が通り過ぎるという。

　世界で最も多くの人が行き交う場所。

　遠く離れている人と偶然出会う可能性が最も大きな場所だった。

　その時。

　馬莉愛ちゃんの姿が消えた後のスマホに、将棋情報のポップアップが浮かび上がる。




『常磐ときわホテル（山梨やまなし県甲府こうふ市）で行われた竜王戦第五局は、九頭竜くずりゅう八一竜王が勝利してタイトル防衛に成功。三連覇を達成した。防衛から一夜明け、九頭竜竜王は関係者一行と名物のほうとうに舌鼓したつづみを打った後、特急あずさに乗って帰路に──』




　どこをどうやって歩いたのか。

　気がつけばわたしは、特急列車の改札口の前に立っていた。


「…………師匠……」



　懐かしいその言葉の感触を、飴あめ玉だまみたいに口の中で何度も転がす。

　それから三時間くらい、わたしは改札口の前の柱の下にしゃがみ込んでいた。小石みたいに。

　誰からも声を掛けられることはなかった。
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『ひな鶴』の新館に戻ったのは対局が終わってから四時間後だった。もうすっかり夜。門限はとっくに過ぎてる。


「…………ただいま……」



　足が重い。

　警察の人にお願いして、補導されたことは家族には言わないでもらった。

『こっちの誤解だったからそれはいいけど……でも小学生の女の子が一人で歩いてて危険なことに変わりはないんだよ？　そのことは憶えておいてね？』

　お巡りさんは心からわたしのことを心配してそう言ってくれたんだろうけど……正直、今の状態で家族から何か言われるのは避けたかった。

　そんなわけで誰にも会いたくなかったから、こっそり裏口から帰って来たんだけど──

「あっ！　お帰りなさいお嬢さん!!」

　いきなり見つかっちゃった……。

　しかもわたしを見つけたのは──


「師匠…………の、お兄さん……」



　正直、あんまり顔や体形は師匠に似てるわけじゃない。

　けど声は時々びっくりするくらい似ているから、こうして不意打ち気味に話しかけられると……困る。

「いやぁ今日は大変でしたねぇ！　対局に遅刻なさったって中継の棋譜きふコメに書いてあったからビックリして連盟に確認したら、お嬢さんが警察に補導されたって言うじゃないですか！　『あいお嬢さんに限って補導なんてされるわけがない！　ふざけるな!!』って言い返してやりましたけど、万が一ってこともありますから警察署に確認したんですが……やっぱり誤解だったんですね！　安心して下さい！　事情は全て俺おれから会長に報告しておきましたから!!」


「………………」



　師匠のお兄さんは綺麗きれいに全ての地雷を踏み抜いてくれていた。

　さっきも言ったけど、顔はぜんぜん似ていない。

　でもこの間の悪さは、きっと……遺伝……。

「落ち込んでおられるかと思ってお待ちしていました。八一のやつも、大会で負けると気まずそうに裏口から帰って来てましたからね」

「師匠が？」

　わたしの知らない、子供の頃の師匠のエピソード。

　固まっていた心と身体が、少しだけほぐれた気がした。

「ただ……すみませんお嬢さん。本来ならみんなでお出迎えしたかったんですが、この忙しさでしょ？　会長も手が放せないみたいで」

「……いいんです。構わないでいただいたほうが……」

　東京進出した両親が経営するこの新館はオープン以来連日大繁盛。

　ホテル業の繁忙期に当たる年末シーズンに入ったことで最近は更に忙しい。

　特に人気なのが、お母さんが自ら運営する『サロン』だった。

『和装はここで決まり！　日本一の女将おかみが自らヘアセットまでしてくれる着付け！』

　雑誌やテレビで何度も取り上げられたこともあって、大晦日おおみそかから成人式までもう予約がギッシリ。

　しかもお母さんは美容師の専門学校に通って技術を身に付けてたから、和装だけじゃなくて洋服のレンタルとコーディネートも手がけていた。

　クリスマスシーズンはもちろん、仕事終わりにデートに行く人や、宿泊後に大事なビジネスを控えたお客さんなんかも利用してるみたい。

　ロビーには着飾った人たちがキラキラした笑顔を浮かべて、たくさん集まっている。

　浴衣ゆかたを着てる人なんて一人もいない。


「…………七尾ななおの本館は、こういうお客さんは少ないけど……東京は違うんですね。宿泊以外で利用する人がこんなに多いなんて……」



「ええ。サロンは大当たりでした。都会の人は狭いアパートに住んでるから、服は買うより借りるほうがいいんでしょう」

　さらにこうしてサロンを利用したお客さんをホテル事業の大きな収益源であるウェディングの潜在顧客とすることで、お母さんは早くも経営を軌道に乗せていた。

　世間はますますお母さんを天才女将と持て囃はやしている。

「いやぁ……あいお嬢さんも将棋の天才だと思いますけど、会長も天才ですね。才能のジャンルは違うけど天才は天才を生むんだなぁ」

　師匠のお兄さんも心酔しきった表情で、

「会長はまさにホテル経営をするために生まれてきたようなお方ですよ！　俺なんか一生かかっても追いつけないだろうなぁ！　ま、俺の才能は弟やいちにほとんど吸い取られちまったから仕方ないんですけどね！　はっはっは！」

　そんな話をしていると──

「あい」

　お母さんがロビーに姿を現した。

　着物姿だけど、都会的なデザインのホテルにも見事に溶け込んでる。

「帰る前に連絡を入れろと言っておいたでしょう？」


「…………ただいま」



　視線を逸らしながら、わたしはそれだけを言った。

　しかしそんなことで追及の手を緩ゆるめるようなお母さんじゃない。

「どうして連絡を入れなかったのです？」

「……対局中は電子機器を預けなくちゃいけなくて、連絡が取れないから……」

「その対局は四時間前には終わっていたのでは？　随分と遅くなったのね？」

「感想戦が長引いて──」

「『感想戦は行われなかった』と中継に書いてありましたが？」

　将棋を理解できないお母さんが中継をチェックしていたことに心がザワつく。

　わたしのことを監視してたの？

　そんなに娘のことが信用できないの？


「………………対局相手じゃなくて、お友達としてたから……」



　噓は言ってない。

　馬莉愛ちゃんと今日の将棋の話はしていた。一方的に怒られただけだったけど……。

「……あい」

　お母さんは頭を小さく振ってから、

「いい機会だから言っておきます」


「…………」



「あなたが内弟子として将棋の修行を始める際に約束した条件。あれはまだ達成していませんし、無くなったわけではありませんからね？」

「……『中学卒業までに女流タイトル獲得。ダメなら将棋をやめて女将の修行をする』でしょ？　ちゃんと憶おぼえてるもん」

「そして修行をする以上、実家に戻るのは余程のことがあった時のみ。しかも滞在は短時間であるべきです」

「東京に来ることはお母さんにもお父さんにも事前に相談したでしょ？　転校先も一緒に見に行ったし──」

「そうね。けれどそれは、あなたを引き受けてくださる棋士の先生がいらっしゃるという大前提のもとに、です」

「……」

「それなのにあなたときたら『いきなり押しかけたら先方に失礼だから』と実家で暮らし始め、『大事な対局が近いから、それが終わってから』と言って家の手伝いもせずズルズルと今日まで引っ越しを先延ばしにして……その対局が終わったのなら、さっさと実家から出て行くべきでは？」


「…………実家には帰っとらんもん。七尾やなくて東京やもん、ここ」



「またそんな屁理屈へりくつを……」

　お母さんは口を歪ゆがめる。


　そして、これ見よがしに大きな溜息ためいきを吐ついてから────最悪な一言を放つ。






「今のあなたを九頭竜先生が見たら、何と言うかしらね」




「ッ……!!」

　全身の血が逆流するかのように、わたしは怒りに染まった。

「お母さんに……」

　ぶるぶると震える拳を自分の太腿ふとももに叩たたきつけながら、叫ぶ。

「お母さんに将棋の何がわかるの!?」

　お客さんが見ていようが関係なかった。

　むしろお客さんがドン引いてくれればいいと思った。それでお母さんが慌てればいい。お母さんがわたしの大事なものを土足で汚したように、わたしもお母さんの大事なものを壊してやるんだ……!!

「お母さんは先代女将のおばあちゃんに言われた通りに生きてきただけじゃない！　あいは自分の力だけで生きていくんやから！　盤の前に座ったら一人だけなんやから！　この指先だけで戦ってるんやから!!　たった一人でッ!!」

　そう。たった一人。

　わたしはたった一人だった。大阪では隣で見守ってくれる人がいたけど……今はもう、その人の視線を感じることはない。

　あの温かくて力強い視線を。

　みんなから冷たくされても、あの温かい視線があればそれだけで頑張ることができた。どんな劣勢でも勇気が湧わいてきた。途中で将棋を諦あきらめたりなんかしなかった。


　けど、今は…………まるで土砂降りの雨の中に、傘も差さずに立ってるみたいで……。



　知らなかった。

　こんなにも自分が脆もろいだなんて。

　こんなにも自分が……弱かっただなんて。

「そのつらさがお母さんにわかるの!?」

「わかりませんよ」

　お母さんはノータイムで答えると、鋭い反撃を繰り出す。

「私がわかるのは、小学生の娘が不貞ふて腐くされて帰ってきたということだけです。大阪で少しは成長したかと思ったけど、子供のままね」

「子供じゃない！　女流棋士だもん!!」

「将棋に負けて、イライラして、それを親にぶつける。これが子供でなくて何ですか？」


「っ……！」



　痛い切り返しを受けて、わたしは反論する言葉すら失う。

　そして形作りすらできずに背中を向けると、ロビーから駆け去った。

「今日中に決めなさい。ここを出て行くか、それとも将棋をやめるか」

　背後から冷ややかな言葉が追い打ちみたいに浴びせられた。
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「それで板場ここに逃げてきたのかい？」


「…………逃げてないもん」



　厨房ちゅうぼうの隅に座って、わたしはお父さんに愚痴ぐちをこぼしていた。

　夕食時の戦争みたいな忙しさが去った厨房は、翌日の仕込みをするためにまだまだ忙しい。

　けど、季節はクリスマスシーズンを迎えようとしている。

　ホテルの食事も洋食メインに切り替わるから、和食専門のお父さんは最近ちょっと暇をしてるみたい。

　今も仕込みをする手を休めて、娘わたしのために何か温かいものを作ってくれている。

「ま、お父さんにもあいの気持ちはわかるよ。将棋に負かされたうえにお母さんに口喧嘩くちげんかで負かされたら、逃げたくなるのも無理はない」

「だ──」

　だから！　逃げたわけやないもんっ！

　そう反論しようとしたけど、お父さんの青ざめた顔を見て言葉を飲み込んだ。


「…………お父さんもね……仕事でミスをしたり、他の旅館の料理のほうが上だってグルメ雑誌に書かれたりした後に、お母さんから『少しお話があります』って呼び出されると……いつもこう、心臓のあたりが痛くなるんだ…………キリキリとね…………ああ、思い出しただけでも痛い…………イタタタタ……」



「……」

　婿むこ養子ようしって大変なんだね。

「けど、お母さんに比べたらお父さんは恵まれてるからね。お小言こごとくらいはありがたく頂戴ちょうだいしないと」

「え？」

　一瞬、聞き間違えかと思った。

「逆……じゃないの？　お母さんは誰からも怒られないのに……」

「お父さんは自分で板前の道を選んで、お母さんと結婚してからもそれを続けさせてもらっているんだからね！　自分の好きなことをやってるんだから、文句なんて言えないさ」

「けどそれはお母さんだって一緒でしょ？」

「あいにはそう見えるのかい？」

「うん。お母さんはいつも『女将が私の天職です』って言ってるもん」

「そうだね。才能があるという意味なら、その通りだと思う。でも──」

「でも？」

　わたしが先を促すと、お父さんは作りたての温かい澄まし汁をこっちへ渡してくれながら、意外なことを言う。

「好きなことをしてるというのとは、多分、ちょっと違うんじゃないかな？」

「違う？　天職なのに？」

「神様はだいたいの場合、欲しい人のところにそれを与えてはくれないからね」

　お父さんの言葉は、まるでナゾナゾみたい。

　輪島塗わじまぬりのお椀わんに入った澄まし汁には、金沢かなざわ名産の車麩くるまぶが浮いていた。


「わぁ……！」



　お出汁だしをたくさん吸い込んだ車麩は、ぷにぷにした食感で、小さい頃からの大好物。お母さんに怒られて泣いてると、お父さんはいつもこれを食べさせてくれた。

　懐かしい味に癒いやされたわたしに、お父さんは優しく言う。

「食べ終わったらサロンへ行ってごらん。そこにきっと答えがあるから」
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　ショリ……ショリ……ショリ……。

「？　この音は……？」

　お父さんに言われたとおりサロンの前まで来ると、もう営業を終えたはずの部屋の中から、ハサミで髪を切る音が聞こえてきた。

　薄暗い部屋の中に入ると──

「お母さん？」

「あい？」

　そこには、練習用のカットウィッグを被かぶせたマネキンヘッドを相手にハサミを動かすお母さんの姿があった。

「練習してるの？」

「……いえ。これは趣味ね」


「しゅ…………み？」



　意外な言葉に思わずわたしは首を傾かしげる。

　二四時間ずっと仕事しかしてないお母さんが、趣味？

　わたしは近くの椅子にちょこんと座って、お母さんがハサミを動かすのを黙って見ていることにした。

　さっきの怒りが消えたわけじゃない。

　けど……こんなお母さんを見るのは初めてで、今はその興味が勝ったから。


「…………」



　少し恥ずかしそうだったけど、お母さんは何も言わずにカットを続ける。

　出来上がっていくのは昼間に見た流行の髪型とはちょっと違う……けど、すごくかわいい髪型だった。

　何より、お母さんはとても楽しそうだった。

　その楽しさが髪型を通して伝わってくる。ハサミを動かす音すら、ウキウキとリズムを刻んでいるかのようで。

　そして不意に、お母さんはこんなことを言ったの。

「……美容師になりたいと思っていたことがありました」

　ビックリして言葉が出ないわたしに、お母さんは吹っ切れたように笑いながら、

「学校にも通ったのですよ？　女将になることを条件に」

「え……？」

　お母さんが高校を卒業した後に美容師の専門学校へ通ってたのは、わたしも知ってる。

　けど──

「あいは……お母さんが美容師の学校に行ったのは、それが旅館のお仕事の役に立つからだと思ってた……」

「そう言って先代女将おばあちゃんを説得したのは事実ね。けど、本音は別にあったのよ。おばあちゃんには見抜かれていたと思うけど」

　お母さんは高校生の頃、『ひな鶴』に期間限定で手伝いに来てくれたお父さんと出会った。

　お父さんが大阪に帰っちゃうと、それを追いかけてお母さんも大阪へ。

　つまり駆け落ちしちゃったの！

　おばあちゃんは慌てて二人を迎えに行って、戻って来てくれたら何でも願いを叶かなえてあげると約束した。

「そこで私は二つの条件を付けて、女将を継ぐことに同意したのです。一つは、お父さんと結婚して、あの人が板長になること。そしてもう一つが、高校卒業後に美容師の専門学校に通うことでした」

「あれ？　でもそれって二つともお母さんのお願いだよね？　お父さんのは？」

「必要ありません。私の願いを叶えることがあの人の願いですから」


「…………」



　お父さん……本当に幸せなのかな……？

「昼間は専門学校に通って、夜は女将の修行。大変な日々でしたが充実していましたね。失敗ばかりでしたが……楽しかった」

　話を最後まで聞いたわたしは、思わず身を乗り出しながら尋ねていた。

「けど！　せっかく学校に通ったのに、最終的には女将にならなくちゃいけなかったんでしょ？　だったら駆け落ちしたままのほうが幸せになれたんじゃないの？」

　お母さんは無言で首を横に振ると、当然のようにこう言った。

「好きなことでしたから」

「好きなことなのに、お仕事にしなかったの？　それでよかったの？」

「学ぶことができるだけで十分だと思ったのです。むしろ学び続けるうちに……気付いたの。仕事にしないままのほうが幸せかもしれないと」

「……？」

「それに女将の仕事を実際にやってみたら、美容師とは違う面白おもしろさがありました。ヘアセットや着付けといった、学校で学んだ技術も活いかせましたしね」

　ふと、最初にお母さんが言った『趣味』という言葉を思い出す。

　趣味……つまり将棋なら、アマチュアという意味。

　わたしは一度、師匠に叱られたことがある。研修会で親友の水越みずこし澪みおちゃんと当たって、駒落ちで勝ってしまった時。そして女流棋士になれるかどうかの瀬戸際で苦しんでた桂香さんとの対局の前のことだ。

　胸が苦しいと言って泣くわたしに師匠はこう言った。

『誰もが譲れない事情を持ってる。誰もが勝ちたいんだ。相手がかわいそうだからって勝ちを譲るようなら、最初から戦う必要なんてないさ。アマチュアのまま楽しく趣味で将棋をやればいい。そうだろう？』


　──ああ…………そうか。



　お母さんは歯痒はがゆかったんだ。

　自分が叶えられなかったことを娘わたしがしようとしてて、それを応援してるのに、わたしがグズグズしてたから……。

　怒ってるんじゃなくて、ずっと背中を押してくれていたんだ。

　でもねお母さん？

　わたしだって苦しんでるんだよ？

　甘えだってわかってるけど……勝ってしまうことが怖かったの。

　だって……。

　だって今日もし勝っちゃったら……。

　遅刻して動揺して、持ち時間が半分になって、苦手な角換わりで序盤から不利になって……あんな状況でも勝っちゃったら……。




　──わたしにはもう師匠がいなくても大丈夫だって証明しちゃうことになるから！





　師匠が心配して迎えに来てくれるかもしれないって、まだ心のどこかでそれを望んでて……だからわたしは………………勝つことが、できなくて…………。




　でも…………でも…………!!



「……お母さん」

「何ですか？」


「わたし……………………将棋が、好き」



「知っています」

　手を動かしながら、お母さんは頷いた。

　そのハサミの動きからは、さっきのような楽しさと一緒に、お母さんが抱えてきた様々な葛藤も伝わって来るように思えて。

　それでようやく、お父さんの言葉が理解できた。


「ごめんね？　わたしだけ、いつも…………好きなことをしちゃって。お母さんがいてくれるから、わがままが言えるんだってこと…………わかってるの。けど……」




「…………」



　お母さんはわたしの謝罪を黙って聞いていた。

　それはお母さんなりの、仲直りの合図。

　出来上がったマネキンヘッドをこっちに向けながら、お母さんは寂しそうに言う。


「…………私は、美容師としては並以下の腕前でした。『日本一の女将』という肩書きが無ければきっと、このサロンにお客様が来ることもないでしょう」



　わたしには、とても上手だと思えた。

　東京の有名な美容院でカットしてもらうのと同じくらいに。

　けどきっとお母さんには見えてるんだろう。自分の思い描く理想との差が。わたしが理想通りの将棋を指せていないのと同じように。

　空先生や天ちゃんとの差をわたしが感じているように。

　……ううん。違う。

　理想通りにできないのと、理想通りにできるかもしれないけど挑戦しないのとじゃ、全然違うよ。

「才能は無いけれど、好きなこと。才能はあるけど、嫌いなこと」

　手元のハサミを寂しそうに眺めながら、お母さんは言う。

「生きていくためにどちらを選ばねばならないかと迫られたとき、私は自分に才能があるほうを選んだのです。楽に生きていくことができますからね」

　女将を継ぐこと。

　もっとなりたいものがあるのに、別のお仕事を選ぶこと。

「それが楽なの？　……苦しくないの？」

「才能が無くても好きになるのは簡単です。恋に落ちるようなものですから。でも才能が無いけれど好きなままでいることは、難しいのですよ。相手がずっと振り向いてくれなかったら、いつか好きでいることに疲れてしまうから」


「………………そんなこと、ないもん……」



　わたしは小さな声で反論する。

　その反論を敢あえて聞かないふりをしてくれたお母さんは、優しい眼差まなざしで、こう言ってくれた。

「けれど、あい。あなたは棋士として並の才能ではないと……親の欲目なのかもしれませんが、将棋をよく知らない私ですら、あなたの指す将棋には華はながあると思います。他の人にはない、華が」

　単なる慰めの言葉……とは、思わない。

　お母さんがわたしの将棋を見てくれていると知っていたから。

　仕事で猛烈に忙しい中でも中継をチェックしてくれてて、棋譜コメントまでしっかり読んでくれているから。

　さっきは心が弱っていたから、お母さんが中継を見てくれてることを『監視』だなんて思っちゃったけど……本当はそうじゃないって知ってるから。

「対局者の名前を隠しても、あなたの将棋だとわかる。特に終盤は満開の桜のように華やかね！　たった八一マスの世界で個性を発揮できるあなたが羨うらやましいわ。あい」

「お母さん……」

　目の奥がじんわりと熱くなってわたしは俯うつむいた。

　照れ隠しもあって、こう尋ねる。

「負けたのに？」

「負けたときにわかるのでしょうね。きっと。『それでも好きか？』と問われているときに、どんな答えを胸に抱くかで」

　それが才能の有無だと、お母さんは言った。


「…………」



　思わず胸に手を当てて、わたしはそこにある答えを探る。

　東京へ移籍してから初めて指した公式戦。

　大事な大事な女流名跡リーグの三局目。

　さんざんな負け方だった。

　女流棋士として、これ以上ないくらい最低の負け方だった。落ち込んだし、嫌な自分がもっと嫌いになった。


　けど────すぐに次の将棋のことを考えている自分がいた。



　どうやったら勝てるかを考えている自分がいた。フラフラと彷徨さまよいながら、頭のどこかではずっと将棋盤が動き続けていて……。


「………………熱い……」



　何だろう？　焼けるようなこの胸のモヤモヤした想おもいは？

　真っ黒に焦こげてしまった、わたしの心。

　ボロボロになったその心の表面が少しずつ剝はがれていくと……中から現れたのは、真っ赤かに燃える闘志だった。

　──ああ……そっかぁ。

　大阪での思い出が、胸の痛みと共に甦よみがえる。

　空先生に負けたときも。天ちゃんに負けたときも。

　いつも敗北がわたしに答えを教えてくれた。

　その敗北がつらくて、悔しいほど……わたしは気付くんだ。

　将棋が好きっていう気持ちに。

　他の誰かを押しのけてでも勝ちたい！　っていう気持ちに。

　その答えを確認してから、わたしは人生の遙か先を歩く大先輩に、問いかける。


「お母さんは…………いま、幸せ？」



「私にはお父さんがいましたからね」

　勝ち誇るような表情で雛鶴亜希奈お母さんは言った。

「好きな人に、好きになってもらえた。それだけで十分に幸せでした。あの人と一緒に働けるのであれば、自分一人の夢なんてすぐにどうでもよくなってしまったわ！」

　うらやましい。

　そう思った。もし、わたしの好きな人が将棋じゃないことを仕事にしていたら、同じように即答できるだろうか？

　けれどすぐにそんな想像、意味のないものだってわかった。

　わたしが好きになった人が将棋を捨てることなんてあり得ないんだから。

　そう。

　あの人はずっと、将棋盤の向こうに座っている。

　だったらわたしがすべきことは、千駄ヶ谷の街を歩き回ることでも、新宿駅でただ待ち続けることでもない。


　あの人にもう一度、わたしを見てもらうためには。わたしのことだけを考えてもらうためには────



「お母さん」

　ウィッグを切り終わったマネキンを見ながら、わたしは言った。





「お願いがあるの。わたしの────」






　聞き終えたお母さんの表情が悲しみと戸惑いの色に染まっていく。


「…………難しいことを言うのね」



「ごめんなさい」

　わたしは深く深く頭を下げた。ずっと伸ばし続けていた長い髪が、頰ほおを撫なでるかのように、さらさらと流れる。

　お母さん譲りの、まっすぐな黒髪。

「でも、お母さんに切ってほしいの」

　何を？

　思わずこう言っていた。


「わたしの………………迷いを」



　それでもしばらく躊躇ためらってから、お母さんは結局、わたしのお願いを叶えてくれた。

　いつも最後にはそうしてくれるように。

　……ありがとう。お母さん。
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「じゃあね！　行ってきます！」

　玄関まで見送りに来てくれたお父さんとお母さん（と、師匠のお兄さんもいる）に、わたしは手を振って旅立ちの挨拶をした。

　大阪へ押しかけた時はこっそり行っちゃったから、こうやって別れるのは初めての経験で。

　だから驚いた。

　お父さんは笑顔なのに、お母さんったら泣きそうなんだもん！

　そんな泣き虫な母親を安心させるために──

「お母さん。わたし、すぐ帰って来るから」

「え？」

　意外そうな表情。

　わたしは笑いながらこう言った。

「タイトル戦の挑戦者として！　だから今度は、髪だけじゃなくて着付けもお願い!!」

　いいことを言ったと思ったけど、これは悪手だった。

　だってお母さん本当に泣いちゃったもん！


「…………着付けなんて一人でもできるでしょう？　私の娘なんですから……」



「お母さんにしてほしいの！　約束だよ？」

　そしてもう一度「じゃあね！」と言って、わたしはくるりと『ひな鶴』に背を向ける。

　頭を振る感触が昨日までと全く違った。

　長く伸ばしていた髪を切ったから。

　まるで羽が生えたかのように軽かろやかで、わたしは切り揃そろえた髪に触れると、思わず駆け出していた。

　そして──

「師匠」

　走りながら、わたしはあの人が目の前にいるかのように語りかける。

　頭が軽くなりました。

　髪を乾かしたり、手入れしたりする時間が、とっても短くなりました。

　その時間を使って、わたしは将棋の勉強をします。

「もっと早く切ればよかった！　でもね師匠？　どうしてわたしが髪を伸ばしていたか……どうしてあの長い髪のまま千駄ヶ谷や新宿駅を歩き回っていたか、知ってますか？」

　師匠が何度も何度も乾かしてくれた髪が……あの人が触れてくれた髪がサロンの床に落ちた瞬間は、胸が締め付けられるような悲しみが襲ってきたけれど。

　でもわたしは泣かなかった。

　お母さんに悪いから。絶対に泣かないって決めてたから。

　髪を切るのがこわかった。

「わたしは、師匠をすぐに見つけることができます。どんな人混みの中でも、師匠の姿を見たらきっと……胸の鼓動が教えてくれるから」

　でも、あの人は、そうじゃないかもしれない。

　あの人の探し求めている人は、わたしじゃないかもしれない。

　わたしよりも背が高くて、精霊みたいに綺麗で……その髪は黒じゃなくて、銀色に輝いているのかもしれない。

「だから髪を伸ばし続けていたんです。師匠にわたしを見つけてほしくて」

　だからあの髪飾りを後ろに付けて、あの街を歩いていたんです。日本で一番たくさんの人が集まる駅の中を歩いていたんです。

　わたしが後ろを向いていても気付いてもらえるように。

　去年の竜王戦で追い詰められたときに、師匠が福島ふくしまの商店街を歩くわたしを後ろから追いかけて抱き締めてくれたみたいに……あんなことがもう一度起こるんじゃないかって思いながら、わたしは千駄ヶ谷の街を歩いていました。

　師匠と一緒に行った神社を何度もお参りして。

　千駄ヶ谷の駅から将棋会館までの道を、何度も何度も往復して。

　不審に思ったお巡りさんに声を掛けられちゃうくらい、何度も。何度も……。


　でも────



「もう、後ろを気にしながら歩かない」

　しっかりと前を向いて。前だけを向いて。わたしは千駄ヶ谷へ向かって東京の街を駆け抜けていく。

　将棋がわたしを呼んでいるから。




　女流名跡リーグの四回戦。


　そして、その後に待っている…………新しい将棋くらしへ。










（『りゅうおうのおしごと！』15巻に続く）










あとがき






　お読みいただきありがとうございます。あいちゃんが髪を切った理由……というか、切らなかった理由、いかがでしたか？

　電子書籍版のみで作品を発表するのは初めての試みですので、今回はそうなった経緯について簡単に説明させていただきます。

　もともと私は『りゅうおうのおしごと！』の番外編というか、本編で書ききれなかったエピソードを、何らかの形で発表したいと考えていました。

　というのも、この作品はそれぞれのキャラに思い入れがあり、また一冊を書くにあたって削ぎ落としてしまうエピソードが大量にあるからです。

　そういったエピソードは一つあたりのページ数がそれほど多くなかったり、またキャラクター的にあまり人気がなかったりするものなので、商業的なラインに乗せるのは難しいだろうとも考えていました。

　ただ近年、個人でも電子書籍で作品を簡単に発表できる環境が整ってきましたし、特にコロナ禍以降は電子書籍を読んでくださる方もどんどん増えています。

　とはいえ作品のロゴや、キャラクターデザインを含むイラストは私が権利を保有しているわけではないため、自費出版となるとそれらを使えません。

「将棋盤の写真とか、対局室の写真とか、そういうので表紙を作って。タイトルも『りゅうおうのおしごと！』とは書かずに、世界観が共通してる将棋小説みたいな感じで出すかなぁ」

　と、そんな風に考えていたんですが……。

　15巻で上がってきた、あいちゃんのイラスト。

　髪が短くなってるそのデザインを見た瞬間に、なぜあいちゃんが髪を切ったのか、そこに至る物語が頭の中で一気に膨らんだのです。

「これは『りゅうおうのおしごと！』として、ちゃんとした形で出したい！」

　いや。そんなことも考えていなかったかもしれません。

　とにかく突き動かされるようにキーボードを叩き始めていました。プロットも立てずに、千駄ヶ谷や新宿駅をあいちゃんが彷徨うシーンを書き始めてしまっていたのです。それだけ絵に力があったということだと思います。

　そしてある程度の形になったところでＧＡ文庫さんに相談しました。

「こういう原稿があるんですが、電子書籍だけでも出版することってできませんかね……？」

　割とあっさりＯＫが出ました。

　実は出版社的にも電子書籍に力を入れていきたい事情があったのです。

　紙の本は、書店さんに置いていただくことで初めて皆さんの手に届きます。ですがコロナ禍で閉店する書店さんが相次ぎました。

　書店さんが無くなってしまうと、他のお店がその分たくさん仕入れて売ってくれるかというと、そんなことはないわけです。

　仮にたくさん仕入れていただくことができるとすれば、それはネットなどで人気が出て、売れることが最初からわかっている作品だけです。

　逆説的ですが、電子書籍で人気が出て「紙の本でも出して欲しい！」という声が高まれば、短編を集めて一冊の本として出版できるかもしれません。今後はそういう『電子→紙』という形態が増えていくように思います。

　ですから今回の企画を成功させて、本編に盛り込めなかったエピソードをじゃんじゃん出すことで作品全体の人気を高めていけたらと考えています！

　書きたい話は色々あって……たとえば、鏡洲さんが大阪から故郷の宮崎に帰る話とか。八一や歩夢が出場した小学生名人戦の話とか。いま流行のifもの（本編とは別ルート）もいいですよね！　15巻のラストで万智さんに八一が手を出しちゃう『天橋立の夜』とか……エロすぎて年齢制限が掛かる未来しか見えない……。

　ツイッターでアンケートを取って、その結果で何を書くか決めるのも面白いかな？　作品の情報や将棋界のニュースも呟いてますので、よかったらフォローしてみてください（@nankagun）。

　では次は本編『りゅうおうのおしごと！』16巻でお目に掛かりましょう！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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ＧＡ文庫編集部 気付




「白鳥士郎先生」係
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